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開 議 （午前 ９時００分）

〇開議の宣告

〇青木秀夫議長 おはようございます。

本日は定例会の最終日です。直ちに本日の会議を開きます。

〇諸般の報告

〇青木秀夫議長 まず、諸般の報告を行います。

予算決算常任委員長より委員会付託案件の審査報告がありましたので、その写しをお手元に配付しており

ますので、ご了承願います。

これより日程に従い、議事を進めます。

〇議案第１５号 平成２９年度板倉町一般会計予算について

議案第１６号 平成２９年度板倉町後期高齢者医療特別会計予算について

議案第１７号 平成２９年度板倉町国民健康保険特別会計予算について

議案第１８号 平成２９年度板倉町介護保険特別会計予算について

議案第１９号 平成２９年度板倉町下水道事業特別会計予算について

〇青木秀夫議長 日程第１、議案第15号 平成29年度板倉町一般会計予算についてから日程第５、議案第19号

平成29年度板倉町下水道事業特別会計予算についてまでの５議案を一括議題といたします。この５議案は、

予算決算常任委員会に付託されておりますので、委員長より審査の経過及び結果の報告を求めます。

今村予算決算常任委員長。

［今村好市予算決算常任委員長登壇］

〇今村好市予算決算常任委員長 それでは、予算決算常任委員会に付託されました案件につきまして、審査

の経過及び結果について報告申し上げます。

本委員会に付託されました平成29年度各会計の当初予算につきまして、９日から15日まで４日間をかけて

審査を行いました。今回の審査は、新たな取り組みとして審査の冒頭に予算編成方針及び主要重点施策等政

策的な予算に係る審査を行い、その後、各課・局長及び担当係長から予算見積書により各事業の説明を受け、

各委員による質疑を重ね、慎重なる審査を行いました。

細部につきましては、各議員十分ご承知のことと思いますので、省略をいたします。

なお、執行部のご協力、事業内容の理解と深みを持った審査ができましたことに対し、心より感謝を申し

上げます。

審査の結果について申し上げます。

初めに、議案第15号 平成29年度板倉町一般会計予算につきましては、原案のとおり可決すべきものと決

しました。

次に、議案第16号 平成29年度板倉町後期高齢者医療特別会計予算につきましては、原案のとおり可決す

べきものと決しました。

次に、議案第17号 平成29年度板倉町国民健康保険特別会計予算につきましては、原案のとおり可決すべ
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きものと決しました。

次に、議案第18号 平成29年度板倉町介護保険特別会計予算につきましては、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。

次に、議案第19号 平成29年度板倉町下水道事業特別会計予算につきましては、原案のとおり可決すべき

ものと決しました。

以上、報告申し上げます。

〇青木秀夫議長 委員長による報告が終わりました。

初めに、議案第15号 平成29年度板倉町一般会計予算について、委員長の報告に対する質疑を行います。

質疑ありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇青木秀夫議長 質疑を終結いたします。

これより討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇青木秀夫議長 討論を終結いたします。

これより議案第15号の採決を行います。

本案に対する委員長の報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することに賛成の方は挙手願いま

す。

［挙手全員］

〇青木秀夫議長 挙手全員であります。

よって、議案第15号は委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第16号 平成29年度板倉町後期高齢者医療特別会計予算について、委員長報告に対する質疑を

行います。質疑ありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇青木秀夫議長 質疑を終結いたします。

これより討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇青木秀夫議長 討論を終結いたします。

これより議案第16号の採決を行います。

本案に対する委員長の報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することに賛成の方は挙手願いま

す。

［挙手全員］

〇青木秀夫議長 挙手全員であります。

よって、議案第16号は委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第17号 平成29年度板倉町国民健康保険特別会計予算について、委員長報告に対する質疑を行

います。質疑ありませんか。

［「なし」と言う人あり］
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〇青木秀夫議長 質疑を終結いたします。

これより討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇青木秀夫議長 討論を終結いたします。

これより議案第17号の採決を行います。

本案に対する委員長の報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することに賛成の方は挙手願いま

す。

［挙手全員］

〇青木秀夫議長 挙手全員であります。

よって、議案第17号は委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第18号 平成29年度板倉町介護保険特別会計予算について、委員長報告に対する質疑を行いま

す。質疑ありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇青木秀夫議長 質疑を終結いたします。

これより討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇青木秀夫議長 討論を終結いたします。

これより議案第18号の採決を行います。

本案に対する委員長の報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することに賛成の方は挙手願いま

す。

［挙手全員］

〇青木秀夫議長 挙手全員であります。

よって、議案第18号は委員長の報告のとおり可決されました。

次に、議案第19号 平成29年度板倉町下水道事業特別会計予算について、委員長報告に対する質疑を行い

ます。質疑ありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇青木秀夫議長 質疑を終結いたします。

これより討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇青木秀夫議長 討論を終結いたします。

これより議案第19号の採決を行います。

本案に対する委員長の報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することに賛成の方は挙手願いま

す。

［挙手全員］

〇青木秀夫議長 挙手全員であります。

よって、議案第19号は委員長の報告のとおり可決されました。



- 90 -

〇閉会中の継続調査・審査について

〇青木秀夫議長 日程第６、閉会中の継続調査・審査についてを議題といたします。

お手元に配付したとおり、各常任委員長及び議会運営委員長から閉会中の継続調査・審査申出書が提出さ

れております。

お諮りいたします。各委員長申し出のとおり、閉会中の継続調査・審査に付することにご異議ありません

か。

［「異議なし」と言う人あり］

〇青木秀夫議長 異議なしと認めます。

よって、各委員長の申し出のとおり、閉会中の継続調査・審査に付することに決定いたしました。

〇議長発言

〇青木秀夫議長 以上で今定例会に付議された案件は全て終了いたしました。

ここで町長より発言を求められておりますが、その前に少し時間をいただいて私のほうから発言させてい

ただきたいと思います。町長及び執行部の方に要望がありますので、少々時間をいただいて、よろしくお願

いしたいと思います。

先日、３月15日の予算決算の総括質疑の要望事項と内容はほぼ同じことになりますが、再度町長初め各課

の課長に要望したいことがありますので、少しお時間をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。

家計のやりくりも財政運営も、規模こそ違い、また桁こそ違っても、考え方、基本的な考え方は同じだと

思います。収入をベースに貯金と借金とを絡ませながら、将来の支出を見越していろいろと計画を立ててい

ることは同じであるのではないでしょうか。ただ、考え方、姿勢には、積極的か、あるいは堅実的かいろい

ろな手法があると思うのです。

ここ20年間の板倉町の財政支出を見ますと、財政内容は着実に改善されているはずです。先日、小嶋企画

財政課長から示された数字、平成10年ごろは一般会計で約60億円以上の借金、いわゆる町債が発行されてお

りました。また、下水道会計においても、20億円以上の町債が発行されておりました。２つの会計でも80億

円以上の借金があったのです。その借金が、平成28年度末には、一般会計で実質８億円、下水道会計でも約

８億円と、合わせて16億円程度に減少しております。平成10年当時は80億円以上の借金、平成28年度におい

ては、それが16億円程度に減ってきておるわけです。この20年間で60億円以上、毎年約平均３億円ものプラ

イマリーバランスの黒字が出てきたわけです。この20年間、バランスシート、財務内容が下水道会計、国保

会計の赤字を補填しながらも毎年３億円もの財政が改善されてきたわけです。平成28年度末で基金、いわゆ

る貯金と町債、いわゆる借金と比較しますと、貯金が借金を上回っているということは、実質無借金財政と

なっているわけです。平成10年ごろと現在を比較しますと、天と地ほどの差、大幅に改善されていると言っ

てよいでしょう。

平成10年当時は、支払い利息だけでも毎年２億円前後の支払利息、元金も５億円ぐらいの返済、元利合わ

せて７億円もの公債費の負担をしていた時代があったわけです。それが、この29年度予算においては、支払
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利息も1,000万円足らずという程度に減ってきておるわけです。財布のひもを緩めると切りがないと言いま

すが、当時は財布のひもを緩める余裕がなく、締めていたのではなく締めざるを得なかったと、支出をする

余裕はなかったということではなかったかと思います。

現在の無借金のバランスシートを踏まえると、積極的な財政支出も可能な時代になっているのではないか

なと思います。今後、給食費の無料化とか、あるいは小学校再編に伴うスクールバス運行費とか新たな支出

も発生すると思うのですが、一方においては国保会計の30年からの県一本化とか、１市２町のごみ処理事業

などによる経費削減なども見込めるプラス要因もあると思うので、この20年間、バランスシートの改善、借

金返済優先という財政運営の手法を転換する時期に来ていると思うのです。また、少々なら転換できる余裕

が出てきているのではないかと思うのです。財布のひもを緩めると、これは切りがないということはあるわ

けですが、毎年１億円や２億円程度の新たな支出も可能なときにあるのではないかと思っております。

予算決算委員会での各委員からの要望もいろいろ出ております。また、町民から直接陳情という形での要

望も幾つも出ております。そういう要望に応えるべき向こう３年程度の財政収支の計画を別枠で立てて、ス

ピーディーに住民サービスに応える義務があるのではないかと思っております。できれば29年度の予算にプ

ラス補正予算で早急に対応してもらえるような計画を立ててもらえることを強く要望して、お願いとしたい

と思います。

私のお願いは以上です。

〇町長挨拶

〇青木秀夫議長 ここで町長より発言が求められておりますので、これを許します。

栗原町長。

［栗原 実町長登壇］

〇栗原 実町長 おはようございます。冒頭、ただいまの議長の今後の執行部に対する施策運営の要望につ

きましては、先般もお答えをいたしましたが、慎重に６月の議会までに、全体的に諸般の事情からカットせ

ざるを得なかったというような、給食の絡みもありましてという話をしましたが、それらを含めて趣旨にの

っとって対応を検討してみるということでお約束を先般いたしましたので、真摯に受けとめてまいりたいと

いうふうに思っております。

それでは、本年度第１回の定例会３月２日から本日までの16日間開会され、各議案に対して十分な審議を

いただいたところでありまして、それらを含めて一言ご挨拶を申し上げます。

本定例会におきましては、人事案件２件ございました。ありがたいことに全員の賛成をいただいて可決を

いただきました。小菅新教育委員さんには、女性の立場から積極的に関与を頑張っていただけると思ってお

りますし、また副町長ということでご認定をいただきました中里氏におきましては、先般もその節に申し上

げましたが、長年の職員歴を通した経験から、職員あるいは職場、職員個人個人、あるいは職場全体に対し

て、時には厳しく、時には温かく指導力を期待いたすところでありまして、政策遂行あるいは現時点での課

題対応、そして将来展望に至る町民のサポート役の中心は私でもありますが、そういう意味での職員サイド

の中心として頑張っていただけるものと確信をいたすところでありまして、今まで町長補佐というやむを得

ない手段でここ１年ばかりお世話になってきたところでありますが、そういうことで引き続きその職務を名
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前こそ変われ、さらに充実して頑張っていただくことを期待をするものでありまして、今後ともよろしくお

願いをいたします。ありがとうございました。

また、本人この場におりますので、私の挨拶の後、一言挨拶をさせたいと思っておりますので、ご理解い

ただければありがたいと思います。

さて、平成28年度最終補正並びに29年度予算につきましては、常任委員会にて各委員から個人的な見解、

要望も含めた質疑をいただきながら、先ほど今村委員長の報告のとおり、慎重に審議をいただき、可決をい

ただいたところであります。それぞれの発言を今回ばかりではありませんが、常にしっかりと受けとめ、取

捨選択もやむを得ずせざるを得ない流れの中であっても、役立てて今日まで来ておりますので、引き続きし

っかりとこの間の内容についても役立てていきたいというふうに思っております。

また、一般質問では、町長として３期目の心構えと合併の関係を問われました。あるいは、職員の採用要

件や人事交流や、その考え方等についても、ちょっとかみ合わないところもあったのですが、問われました。

続いて高齢化と交通事故への対策等々、そして地方創生を目指した各種施策やその考え方についてというこ

とも含めて、それぞれ４氏から考え方が述べられたところでありますが、各議員さんの意見として参考にな

るものは、今後生かしていきたいというふうに思っております。

合併協議の関係につきましては、質問等々も含めてあったわけですが、現在の館林市の状況に鑑み、答弁

が非常に難しさもあるということも含め、しっかりとした答弁がなかなかできなかったということも含めて

ご理解をいただければというふうに思っております。

また、この開会中に、３月11日、いわゆる６年前のあの日が参るということで、冒頭、黙祷をささげたと

ころでありますが、そういう意味では６年が過ぎたわけであります。当時、当初は、きずなや団結、思いや

り、節約、あるいは近所両隣、自然の驚異とか人間の力の弱さとか等々、成長をずっとし続けてきた我々、

それになれ切ってすっかり忘れ去ってしまったような、逆に言うと今後これらが最も必要であるというよう

な戒めも含め、連日マスコミで報道をされた言葉があったわけでありますが、当時、決してこの惨事を見て、

我々は忘れない、あるいは今後に役立てるとの、その国民の誓い、黙祷こそ継続はしておりますが、もう忘

れ去られいるのではないか、忘れ始めているのではないか、あるいは他人事と風化ということになっている、

そういう傾向が強くなってきているのではないかということも含めて、そういった心配をするニュースもあ

ったところであります。

また、ご承知のように、昨今、北朝鮮による日本の排他的経済水域にミサイルが撃ち込まれた。あるいは、

韓国の朴大統領が罷免をされたとか、まさに国内では、また新たな展開になるのかどうか、国内の森友学園

騒動とか、東京豊洲市場の証人喚問問題、どちらも証人喚問に発展するようでありますが、あるいはそうい

った類する国内近隣諸国にまつわる大きな事案が連日報道されておるわけであります。それらを見ますと、

何となく激動を感じさせるような世界中の諸国の問題の行方と、またその反面、例年どおり、この時期にな

りますと淡々と同じことが繰り返されるといいますか、卒業式や各種団体の総会や、そしてこれから新年度

に移行するための諸行事等、激流と清流が同時に流れているような感じが毎年この時期になるとするわけで

あります。

そういう中でありますので、今後またさらに何が起こってくるのかわかりませんが、これからの一日一日

それぞれ体調に留意されながら、それぞれの立場に置かれた諸問題を十二分に解決すべく頑張ってまいりた
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いと思いますし、また議員さんそのものも、そういった同じような立場でもあろうかと思っておりますので、

ご活躍をいただきますよう祈念を申し上げて、閉会に際してのお礼の言葉にしたいと思います。

大変ありがとうございます。

〇町長補佐挨拶

〇青木秀夫議長 ただいま町長の発言の中で中里町長補佐に副町長選任同意に対して挨拶をさせますという

言葉がありましたので、ここで中里町長補佐に一言挨拶をお願いしたいと思います。

中里町長補佐。

［中里重義町長補佐登壇］

〇中里重義町長補佐 おはようございます。先ほど町長の挨拶の中で、挨拶をということでありますので、

一言ご挨拶させていただきたいと思います。

本議会におきまして、副町長選任にご同意をいただきましてまことにありがとうございました。ただいま

の心境といたしますと、重責を担うことになりまして身の引き締まる思いと緊張感でいっぱいでございます。

この後につきましては、誠心誠意職務に精励をしてまいりたいと思っております。どうぞご理解をいただき

たいと思います。願わくば議員の皆様からは、より一層のご指導、ご鞭撻を賜りますようにお願いを申し上

げまして、簡単でございますが、ご挨拶とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

〇閉会の宣告

〇青木秀夫議長 以上をもちまして平成29年第１回板倉町議会定例会を閉会いたします。

大変お疲れさまでした。

閉 会 （午前 ９時３２分）
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